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（ 2 0 1 0 年 3 月 1 7 日 ）第 1 8 4 3 回 例 会 報 告

寛容の心で奉仕をしよう

2 0 0 9 - 1 0 年度 国際ロータリーテー

第 3８ 代 ク ラ ブ 会 長 比 留 間 一 康

ロータリーの未来はあなたの手の中に

2 0 0 9 - 1 0 年度 ガバナー 多田 宏

第１８４４回

例 会
次回例会案内 【 3月31日 （水 ） 】

卓話 次年度会長方針

本 日 の 例 会

立川ＲＣ50周年

（ 於 パレスホテル ）

3 月は識字率向上月間です。

点 鐘 （ 比留間 一康 会長 ）

会務報告 （ 比留間 一康 会長 ）

○3月26日（金）
東京立川ロータリークラブ
創立50周年記念式典の案内
15:00登録開始 パレスホテル立川

司 会 齊藤 孝喜 副ＳＡＡ（会場運営副委員長）

斉 唱 日も風も星も

卓 話

情報委員会（雑誌担当）
講師：見延 壽昭 情報副委員長

出席報告 （ 宮﨑 茂夫 会場運営委員長 ）

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

35名 22名 75.76％ な し

○事前メークアップ
峯岸 一郎 会員（ＰＥＴＳ）
野島 征 会員（ＰＥＴＳ）
原田 友義 会員（東大和ＲＣ）

○出席免除会員
渡辺 俊晴 会員
比留間 昭三 会員

○例会変更
・リバーサイドＲＣ

4月1日→荒川ＲＣとの合同例会
15日→移動例会

（東京電力変電所見学）

幹事報告 （ 比留間 孝司 幹事 ）

本
日
の
お
弁
当



◇ 例 会 場 西 武 信 用 金 庫 ・ 村 山 支 店 ２ 階
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １－ １

◇ 例 会 日 毎 週 水 曜 日 １２：３０～１３：３０
◇ クラブ事務局
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １－ １
T E L 0 4 2 (5 2 0 ) 3 2 5 1 F AX 0 4 2 (5 2 0 ) 3 2 5 2
Ｅメールアドレス ｔ－ｍｍｒｃ＠ｃ ｒｅ ｓｔ . ｏ ｃ ｎ . ｎｅ . ｊ ｐ

◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 比留間 一康 ◎ 幹 事 比留間 孝司
○ 副会長 峯岸 一郎 ○ 副幹事 野島 征
□ 会報雑誌委員長 原田 友義 副委員長 倉内 淳

委 員 高山 晃一 波多野 晃夫 北島 栄

比留間孝司幹事⇒見延会員には本日の卓話を御願い致します。7月の藤野情報委員長と併せて、年度の上半期と下半期のそ
れぞれで、情報委員会のご担当で、ロータリー情報の卓話が実現できたことは、ともかく良かった事だと

思います。

◆ 今回計 ５,０００円 累 計１,２９９,８１５円

ニコニコＢＯＸ （ 網代 稔 親睦副委員長 ）

委員会報告

○親睦委員会 清水 高彦 委員長
4月7日（水）の観桜会の確認
日 時：4月7日（水）18:00開始
場 所：掬水亭（送迎バスが17:15に西武信金駐車場より出発）
3月31の例会までに出欠確認と集金をさせて頂きますので宜しく御願いします。

○社会奉仕委員会 栗原 高明 委員長
次の行事の日程が決定しました。
5月30日（日）市内全域クリーン作戦
6月20日（日）東西対抗少年野球大会
参加を御願い致します。

卓 話

情 報 委 員 会 （ 雑 誌 担 当 ） 講師：見延 壽昭 情報副委員長

＊ロータリークラブの三大義務

① 例会への出席義務

② 会費の納入義務

③ ロータリー雑誌の講読義務
ロータリークラブを理解するため、情報を得るため、資質の向上のため

＊キョーセラの創業者である稲森和夫氏の文章の紹介
「経営資源の中でもっとも重要なのは、人の心であると思っています。

仕事でも人生でも私たちが、それぞれの夢を実現させていくには、
まずその心のあり方を学ばなくてはならないのです。」→心を高める→人としての資

質の向上

＊ロータリークラブというのは性質がわかりにくい会です。
ロータリークラブを理解できなければ増強もできません。

増強の意味は？

クラブ発展のため、職業分類の成立のためには増強しなけれ
ばなりません。
そのためにはロータリークラブを知り、理解し、周囲の方に
伝えてゆく必要があります。
知るためには出席が必要です。すばらしい先輩方もたくさん
います。
「ロータリーの友」も知るための、また、向上するための手
段としてぜひ活用して頂きたいと思います。


